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D 3　　　　　　女子学生の晴れ着に関する意識調査（第３報）

　　　　　　　　　　　晴れ着に対するイメージとその構造

　　　　　　　　奈良女大家政　Ｏ中川早苗　樋泉淑子　聖母女学院短大　長井満里子

　　　目的　振袖、袴姿、ニ:x ーキモノ、ドレス、浴衣の５つの晴れ着に女子大生かどのよう

　　なイメージを持っているのか、又、そのイメージがどのような構造になっているのかを明

　　らかにするためにS D 法による測定を行い検討した。

　　　方法　調査の概要は第１報の通りである。本報では、そ･れぞれの、晴れ着に対するイメ

　　ージ及びその構造を明らかにするために20対の形容詞対を用い５段階によって評定させた。

　　得られたデータを得点化し平均値を算出してイメージプロフィールを求め、それぞれのイ

　　メージの差異を明らかにした。次に尺度間相関行列をもとに因子分析を行い、抽出された

　　主要な因子をもとに、女子学生の晴れ着に対するイメージの構造を明らかにした。又、振

　　袖派、ニューキモノ派、ドレス派の３タイプによるイメージの差異をクロス集計をもとに

　　検討した。

　　　結果　それぞれの晴れ着のイメージプロフィールから、振袖に対しては重厚で静的で、

　　あらたまったイメージ、袴姿は古典的で落ち着いたイメージ、ニューキモノは現代的で大

　　胆な個性的なイメージ、ドレスは華やかで明るく、浴衣に対しては軽快で親しみやすいな

　　どのイメージを持っていることが明らかになった。因子分析の結果、主要な因子として振

　　袖では４因子、袴姿では５因子、ニューキモノでは５因子、ドレスでは６因子、浴衣では

　　５因子が抽出された。　３タイプとのクロス集計結果からは、振袖派は振袖に対し「繊細」

　　で「快い」、ニューキモノ派はニューキモノを「上品な」、ドレス派はドレスに「親しみ

　　やすい」「若々しい」というイメージをだいており、タイプ間に差異がみられた。

D 4 京都地区における和服の意識
　　　　　　　共立女大家政
　　　　　　　平安女学院短大

○小林茂雄
　池永彰作　林智子

目的；　和服の意識や着用状態は色色の要因，例えば年齢や地域などにより異なると思
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われる。そこで，わが国の和装文化に深く係わりのある京都地区で，女子大生とその母親
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を対象に和服の意識について調査した．この場合，京都地区の調査結果を東京地区の調査

結果1)とも対比し考察した．
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方法；　1）和服の意識について, 3 5の質問項目を選定し，5段階尺度（そう思う～
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抽出し，因子得点から各被験者の関係を検討した。2）和服の種類（振袖，小紋，ゆかた

など８種類）と着装場面（親族の結婚式，パーティ,お茶会など1 5場面）について，和

服着用のふさわ’しさを４段階尺度（ふさわしい～　ふさわしくない）を用いて評定しても
らった。3）これらの結果をもとに，母親と学生による違い，京都地区と東京地区による

違いを中心に考察した。なお，被験者の有効回答数は学生2 8 6名，母親1 1 0名であり

調査時期は6 2年1 0月である。
　結果；　和服の伝統・規範性は学生より母親の方が重視している。また，学生，母親と
もに，和服には伝統的な美しさを認め，女らしさを表現でき，あらたまった場にふさわし
いとしているが，特に京都在住者はその傾向が強く，ステータスシンボル性もみられる。
和服は種類により，最適な着装場面があると考えられているものが多く，このような傾向

は京都在住の母親の方が強い。
　文献；　1）小林；日本家政学会研究発表要旨集, p 1 2 4（19 8 6）


